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新型コロナウイルス感染症に係る濃厚接触者等の部活動の大会等への参加について  
 
 学校における濃厚接触者及び学校が濃厚接触者に準ずると特定した生徒（以下「濃厚
接触者等」と言う。）の行動制限等については、令和４年７月２５日付け教保健第１４
３号「学校における児童生徒等の新型コロナウイルス感染症の陽性者に係る濃厚接触者
の特定及び行動制限等について」等により、適切に対応いただいているところですが、
このたび、校長及び大会主催者が認める場合は、令和４年７月２５日付け、文部科学省
事務連絡中の「２日目及び３日目の抗原定性検査キットを用いた検査で陰性を確認した

場合は、３日目から解除を可能とすること」の条件で大会参加が可能となる考え方を、
次のとおり整理しましたので、別紙も確認の上、適切に御対応ください。 
 なお、今後、状況に変化があった場合は、対応等の変更や追加があることを申し添えま
す。 
 

記 
 

１ 濃厚接触者等の出席停止期間中の大会等への参加条件について 
 次の要件を全て満たす場合に参加可とする。 
（１）学校において、校長が特に認める場合。 
（２）無症状であり、最終曝露日を０日として２日目及び３日目の抗原定性検査キット

を用いた自費検査で陰性確認できた場合。（３日目から参加可） 
（３）薬事承認された抗原定性検査キットを用い、確認書（別紙）の対応を行った場合。 

 
２ その他注意事項 
（１）学校は、濃厚接触者等の１による検査結果を必ず確認すること。また、医療機関以

外での検査により陽性が確認された場合には、学校から濃厚接触者等に対し、医療機
関の受診を促すとともに、当該医療機関の診断結果の報告を求めること。 
なお、１による検査により陽性が確定した場合、感染症法に基づく保健所への届出

は診断を行った医療機関が行うため、学校から保健所への連絡は不要であること。  
（２）陰性が確認された場合に待機を解除することについて、保健所への確認や連絡は

不要であること。  
（３）待機解除後に大会等に参加する際は、基本的な感染対策を徹底すること。 

また、学校から濃厚接触者等に対して、７日間が経過するまでは、検温など自身に
よる健康状態の確認や、大会等以外への不要不急の外出を避けることを徹底するこ
と。 

（４）学級閉鎖等期間中における部活動の大会等への参加については、令和４年４月２
８日付け、事務連絡を適用すること。 

 

 

 

 

 

 

＜本件担当＞ 
（運動部活動に関すること） 
岡山県教育庁保健体育課 学校体育班  

TEL：０８６－２２６－７５９２ 
（文化部活動に関すること） 
岡山県教育庁生涯学習課 企画推進班 
  TEL：０８６－２２６－７５９６ 



 別紙  

 

抗原定性検査キットを使用した検査実施体制に関する確認書 

 

① 検査管理者が研修を受講していることを確認して、検査を実施してください。 

※研修については、厚生労働省の HP で公開される以下の WEB 教材の関連部分を学習

します。 

・医療従事者の不在時における新型コロナウイルス抗原定性検査のガイドライン 

・理解度確認テスト 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00270.html 

 

② 抗原定性検査キットは、濃厚接触者等に対する検査にのみ使用します。 

 

③ 検査管理者が、受検者に対し、検査の実施方法等について別紙を活用し説明すると

ともに、理解を得たことを確認します。 

また、検査の実施に当たっては、可能な限りオンラインで立ち会うなどして実施する

ほか、検査結果は必ず確認します。 

 

④ 検査管理者が、受検者に対し、抗原定性検査キットを使用した検査の結果が陽性と

なった場合、医療機関への受診を促すとともに、その診断結果を確認します。 

 

⑤ 検査結果が陰性だった場合にも、当該業務への従事以外の不要不急の外出はできる限

り控えるように求めます。 

 

以上①から⑤までについて確認しました。 

 

確認日：令和  年  月  日 

 

確認者：                 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00270.html







